
 
 平成２０年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

２ 事業評価 

３ 事業の方向性 

優先度が：Ａ非常に高い、Ｂ高い、Ｃ高いとはいえない 

 
※ 区民会議からの主な意見 

 

番 号 事   業   名 
新規・

継続 
開始年度 所管課 

２－１ 橋わたしによる地域福祉の活性化事業 継続 Ｈ２０ 地域保健福祉課  

事業実施主体 地域保健福祉課 対象者 区民 
■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
■直営 □一部委託 □全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
まちづくり局 

 目的及び 

内容 

 本事業は、「福祉の心、人と人との橋わたしで、支え合える地域づくり」を基本理念とし、平成 20年度から
３か年計画である「中原区地域福祉計画」を推進する上での重点的な取組と位置づけている。これらの事業を

推進することで、同計画の基本目標である「１ 福祉活動やボランティア活動の機会をつくる」「２ 福祉活動

やボランティア活動のいっそうの活性化・充実を図る」「３ 区民、福祉活動団体、行政等が情報を共有できる

しくみをつくる」「４ 地域におけるネットワークづくりを推進する」の実現を目指す。 

予算額 ２，９３２，０００（円） 決算額 １，７３６，９６４（円） 不用額※ １，１９５，０３６（円） 

※不用の理由 
予定していたワークショップは健康福祉局の予算で執行。まちなか講座等で、リーフレットの

購入を抑え、また、印刷物は色紙を使用して自主作成したため、不要額が生じた。 
○まちなか講座は、衛生課主催の講習会参加者及び川崎中原工場協

会の加盟団体を対象に講座を８回開催し、１２０名が受講した。 
○地域福祉講座は、市民公募に変更して、ボランティア養成等の５

事業を選定、委託した。 
○高齢者向けホームページは、開設に向けて委員会を設置し、区内

の高齢者の外出支援につながる方策や区民が求めている広報内容等

について検討を行った。 
○武蔵小杉駅周辺地域等の啓発事業は、福祉施策等を紹介する啓発

用ﾘｰﾌﾚｯﾄを作成し、NPO法人小杉駅周辺ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄや関係各課と連
携を図りながら、こすぎ夏フェスタ会場での配布や分譲マンション

のポストへの投函を行った。 

結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

        別添 

 

 

 

 

 

実施時期 

(開催日/回数等)

平成20年度中 参加 

人数等 

上記のとおり 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

○ まちなか講座は、各社に直接応募するよう働きかけたが、企業側の関心が低く、講座の実施が 10回に満たなかった。 
○ 地域福祉講座は、4月と 10月に公募を実施したことで、社協に委託した前年の 3件を上回る実績を残せた。 
○ 高齢者向けホームページは、委員会での検討を重ね、21年度開設に向けた作業は順調に進捗した。 
○ 武蔵小杉駅周辺地域等の啓発事業は、住民が関心を持つ啓発内容や手法の難しさを感じたが、各団体と連携しながら２，０

００世帯を越える住民へのリーフレット等の配布ができた。 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 優先度 

□見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

■現状どおり   

□終了する 

本年度は、各事業とも、３か年計画である地域福祉計画の２年次めであり、

継続して実施する。なお、来年度は、計画の改訂年度であり、このことを

意識しながらより有意義な事業展開を図っていく。 
 Ｂ 

事業の受け手側のニーズに即した形での、講座内容などを検討して実施して欲しいと思います。 











 
 平成２０年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

 
２ 事業評価 

 
３ 事業の方向性 

優先度が：Ａ非常に高い、Ｂ高い、Ｃ高いとはいえない 

※ 区民会議からの主な意見 

番 号 事   業   名 
新規・ 

継続
開始年度 所管課 

２－２ 地域保健ネットワーク推進事業 新規 Ｈ２０ 地域保健福祉課  

事業実施主体 中原区役所 対象者 区民 
■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
□直営 ■一部委託 □全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
 

 目的及び 

内容 

 要介護高齢者や意思疎通が困難な障害者、号泣する乳幼児等の専門性が高い歯科診療や外傷等緊

急性の高い歯科診療等への受診相談や問合せへの的確な対応を行うための情報集約と体制づくりを

行うことを目的とする。 

予算額 ２６４，０００（円） 決算額 ０（円） 不用額※ ２６４，０００（円） 

※不用の理由 下記理由による 

事業を実施しなかった。 

結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真などのキャプション） 
実施時期 

(開催日/回数等)
― 

参加 

人数等 
― 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

予算作成時においては、当該事業の必要性を考慮し事業内容を検討したが、事業実施に際し、県歯科医師会の作成

するホームページが市ホームページ（かわさきのお医者さん）上にリンクが貼られ、当該事業が目的とする情報集

約が達成され、事業を実施しなかった。 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 優先度 

□見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

□現状どおり   

■終了する 

 

 

 



 
 平成２０年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

 
２ 事業評価 

 
３ 事業の方向性 

優先度が：Ａ非常に高い、Ｂ高い、Ｃ高いとはいえない 

※ 区民会議からの主な意見 

 

番 号 事   業   名 
新規・ 

継続
開始年度 所管課 

２－３ なかはら健康まつり（なかはら福祉健康まつり） 継続 Ｈ２０ 地域保健福祉課  

事業実施主体 なかはら福祉健康まつり実行委員会 対象者 中原区民 
■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
□直営 □一部委託 ■全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
なし 

 目的及び 

内容 

誰もが健康で生き生きと暮らせる地域社会を目指し、福祉・健康に対する区民の知識や理

解を深める機会を創出する場として、「なかはら福祉健康まつり」を実施する。参加型イベン

ト、活動発表等のさまざまな催しを行うとともに、福祉・健康の各参加団体の交流を図り、

地域の福祉と健康ネットワークの拡大につなげる。 

 

予算額 １，２００，０００（円） 決算額 １，２００，０００（円） 不用額※ ０（円） 

※不用の理由  

 平成２０年度から、「なかはら健康まつり」と「ふれあいなかはら

福祉まつり」を一本化し、平成２０年１１月１５日（土）に 

「なかはら福祉健康まつり」を開催した。両事業をつなぐ福祉健康

体験ウォークラリーや活動紹介コーナー、バザー、模擬店、福祉・

健康相談、川崎フロンターレ育成・普及コーチによる講話、リズム

体操、試食コーナーといった様々な福祉や健康を学び交流するイベ

ントが盛大に実施された。 

結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まつり会場風景） 
実施時期 

(開催日/回数等)
平成20年 11月 

参加 

人数等 
約3,000人 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

 福祉と健康のまつりを一本化して実施したことにより、互いに意識しあい、相乗効果は発揮できた。また、両事

業を一本化したことにより、ポスターやリーフレット、会場設営費用などの経費の節減が可能となり、イベントに

その費用を運用することができた。 

こうした区民参加型のイベントを実施することで、区民が、気軽に福祉・健康への理解を深める機会を得ることが

でき、また、子育て、障害、高齢者、健康づくりにかかわる様々な団体が、「であい、ふれあい、ささえあい」をテ

ーマに集い、交流することで、新たな地域活動のネットワークづくりに貢献できた。 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 優先度 

■見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

□現状どおり   

□終了する 

 １２回目を迎え、福祉と健康をテーマにしたこのまつりが区民やボラン

ティア団体に定着していることが伺えた。一本化による相乗効果を生かし、

さらに地域における健康づくりや福祉の充実に寄与する意義あるイベント

としていく。 

 Ｂ 

事業は、素晴らしいものと思いました。会場が少し狭いように思いました。 



 
 平成２０年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

 
２ 事業評価 

 
３ 事業の方向性 

優先度が：Ａ非常に高い、Ｂ高い、Ｃ高いとはいえない 

※ 区民会議からの主な意見 

番 号 事   業   名 
新規・ 

継続
開始年度 所管課 

２－４ 
ふれあいなかはら福祉まつり（なかはら福祉健康
まつり） 

継続 Ｈ２０ 地域保健福祉課  

事業実施主体 なかはら福祉健康まつり実行委員会 対象者 中原区民 
■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
□直営 □一部委託 ■全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
なし 

 目的及び 

内容 

 

 ＊２－３ なかはら健康まつり（なかはら福祉健康まつり）参照 

予算額 （円） 決算額 （円） 不用額※ （円） 

※不用の理由  

  

結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真などのキャプション） 
実施時期 

(開催日/回数等)
 

参加 

人数等 
 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 優先度 

□見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

□現状どおり   

□終了する 

 

 

 



 
 平成２０年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

 
２ 事業評価 

 
３ 事業の方向性 

優先度が：Ａ非常に高い、Ｂ高い、Ｃ高いとはいえない 

※ 区民会議からの主な意見 

 

番 号 事   業   名 
新規・ 

継続
開始年度 所管課 

２－５ 介護予防マップ作成推進事業 新規 Ｈ２０ 地域保健福祉課 

事業実施主体 介護予防マップ作成実行委員会 対象者 
地域の高齢者及び関わる 

関係機関 

■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
□直営 ■一部委託 □全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
中原区役所（高齢者支援課） 

 目的及び 

内容 

 

介護予防に効果が期待できる地域活動及び公的サービスの情報の一元化を目的とした介護予防マッ

プを、介護予防マップ作成実行委員会にて作成を行う。 

予算額 １００，０００（円） 決算額 ９４，９２０（円） 不用額※ ５，０８０（円） 

※不用の理由  

介護予防マップ作成実行委員会を年３回開催した。委員には

民生委員・ボランティア団体・老人クラブ・地域包括支援セ

ンターなどの関係機関から構成した。作成物を民生委員 260

名・老人クラブ 48ヵ所・地域包括支援センター6ヶ所・老人

いこいの家 7ヶ所・町内会長 76名などを通じて地域へ配布し

た。 

結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ３のカラー４色刷りを１万枚作成で

きた。（資料別添） 

実施時期 

(開催日/回数等)

介護予防マップ 

作成実行委員会 

７月・10月・2月 

計 3回 

参加 

人数等 

実行委員メンバ

ー：10名 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

武蔵小杉駅周辺の倍規模開発等に伴い転入者の大幅な増加が見込まれ、高齢者の介護予防の観点から閉じこもり予

防・外出支援としての情報を地域へ周知することは重要である。介護予防マップ作成実行委員会のメンバーを様々

な機関で構成したことで互いに情報交換でき連携が深まった。また各委員の情報をマップの内容や地域の配布に反

映でき、今後の介護予防の推進になった。 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 優先度 

□見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

□現状どおり   

■終了する 

当初の目的を達成したので終了する 

 

高齢化社会に向けてよい物が出来たと思います。 



 
 平成２０年度 中原区協働推進事業 事業評価書 

川崎市中原区役所 

 
１ 事業概要  

 
２ 事業評価 

 
３ 事業の方向性 

優先度が：Ａ非常に高い、Ｂ高い、Ｃ高いとはいえない 

※ 区民会議からの主な意見 

 

番 号 事   業   名 
新規・ 

継続
開始年度 所管課 

２－６ 脳・体はつらつ倶楽部 継続 Ｈ１９ 地域保健福祉課  

事業実施主体 地域保健福祉課 対象者 
認知症になる危険性の高い

高齢者 

■当初予定事業 

□緊急対応事業 

事業形態 
■直営 □一部委託 □全部委託  

□その他（         ） 

関連事業局 

・事業内容 
健康福祉局・介護予防事業 

 目的及び 

内容 

認知症予防プログラムを実施し、活動を通して閉じこもりを防止し、仲間づくりや介護予防など高

齢者における生活の質の向上を図る。また、活動を支援するサポーターの養成講座を実施し、終了

後も継続した活動が行えるよう自主グループ化を目指す。 

予算額 ３７６，０００（円） 決算額 ３３０，２０８（円） 不用額※ ４５，７９２（円） 

※不用の理由  

 認知症予防のプログラムとして、読み書き計算・有酸素運動を実

施。その内容評価として、認知機能と基本チェックリスト、体力測

定を講座の前後で行った。読み書き計算の時間はともに速くなった

参加者が多く、基本チェックリストも運動器・外出の状況・こころ

の状態が改善傾向であった。 

 サポーター養成講座では、サポーター自身が認知症予防を実践で

きることを目指し、脳はつらつ倶楽部での活動を通しながら自主運

営に対する意識を高めることができた。 

結果・成果 

【事業実施状況・成果物などの写真等】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真などのキャプション） 

実施時期 

(開催日/回数等)

サポーター養成講座

６～８月 計６回 

脳はつらつ倶楽部 

９～３月 計１４回 

参加 

人数等 

サポーター養成講座 

１６人 

脳はつらつ倶楽部 

１７人 

評価の結果と理由（緊急対応事業の場合は緊急性・重要性についても触れること） 

 参加者のほとんどは、認知・運動・社会機能の維持・向上がみられた。心理的変化としても前向きになった者が

多く、外出頻度や行動範囲も広がったという結果が得られている。 

 サポーター養成講座においても、当初より自主化の動機付けを行い話し合いを重ねることで、自主的な運営につ

ながった。参加者とサポーター間の交流も図られることで、認知症予防プログラムの活動を通した地域づくりにも

寄与していると思われる。 

次年度以降の事業計画 現在までの成果・具体的な展開方針 優先度 

■見直し・改善の上継続 

□終了を見越して継続する 

□現状どおり   

□終了する 

新城地区の脳はつらつ倶楽部は、平成２１年度より自主グループ化し、

その後方支援（介護予防グループ支援事業）を継続している。また、２１

年度は対象をさらに他地区へと拡大し、展開する予定である。 
 Ｂ 

認知症の予防する事業は良いものと思います。拡大・展開の検討をお願いします。 


